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は　じ　め　に

　信州大学農学部の現地点〔北緯35。52．8’，東経！37。54．4’，標高760！n〕における気象観測

は、昭和23年（1948年）4月に開始され、昭和27年（1952年）10月以後は長野地方気象台の

観測委託業務をも兼ねて、観測，集計が継続されてきた＊。しかし、気象庁が全国に鐸的翔

に展開していた複数の観測網を”アメダズ1魑に整備統合することにともなって、昭和53年

（1978年）11月でこの観測委託は終了することとなり、農学部独自の気象観測の存廃が検討

された。その結果、自動・省力化を前提とした全学部的合意と特洌の予算措置とによって、

昭和54年（1979年）8月より現行の三舎気象観測装置を中心とした新たなシステムに引継い

で、観測，集計が続行されている。

　ここでは、新システムの観測，記録および集計の内容概要と、システム更新後のデータの

”継続性”について報告し、今後、データを利用される大方の参考に供したい。

1．　総合気象観測・記録装置の概要

　昭和53年（1978年）8月、長野地力気象台から当学部における気象観測業務の委託を同年

11月末日で廃止する旨の通知があり、観測の存廃，継続する場合の内容・具体策が気象観測

検討委員会（熊代委員長）で検討された。

　その結果、自動化・省力化（従来は、9時定時観灘と自記記録紙の読取値から手計算で算

1982年9月30日受付
＊その経過，内容等については千野ほか（王978）1）に詳継がまとめられているので、ここでの重複掲載

　はさける。

＊＊AMeDAS（Automated　Meteorological　Data　Acquisition　System，地域気象観測システム）昭和

　30年代後半（1960年代）より集中豪爾に．よる人命被害を伴った災害が続発し、その予報体制の整備が

　社会，行政面から強く要望された背景と、電々公社の電話畷線がデータ通信に開放された（1971年5

　月）こととによって、昭和47年（1972年）から6か年をかけて完成された、気象庁が所管する地上気

　象観測データの即時集配信ならびに解析，集計システムのことである．観測には禽動化・テレメータ

　化が要件となるため、現在では爾，風，気涯1，日照の4要素であるが、4要素観測地点840（1点／21

　kmメッシの，雨のみ観測地点460（計1300地点で1点／17kmメッシュ）が全国に配置：されている．

　中小規模の気象現象や地形の影響を強く受ける集中豪雨，突風などの局地的異常気象の即時的掘握に

　よる監視体制の強化と、その予防的対応処匿を講ずるための短時間予報技術の向上などが大いに期待
　されている．2）・3）
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出，集計していた．）を前提とした観測継続の方針が決定され、選定された機種は、中浅測器

（株）製の総合気象観測装置（型式MS－21）に一部変更追湘した装置で、専用マイコンに

よるデータのディジタル化と宿動演算処理および出力機器のコγトロールなどにその特徴を

持つものであった。その観測部および演算・記録部の外観は図一1，図一2のようになって

いる。

風向・風速 観測部 演算・記録部（農場長室）

図一1　総合気象観測記録装置の外観
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図一2　　渉ミ鋭［騎言己録音1≦酉言置図

　すなわち、旧システムでは風向，風速，気温，湿度，建照

および降水量の6要素の9時観測とアナログ記録であったの

に対し、新たに、地温2点，日射および蒸発を加えた10要素

のアナログ記録と定時刻＊および24時処理（日自動演算値で

日平均，日最大，β最小および日積算など）値のディジタル

プリントとの仕様に、月集計を容易にするために、データテ

ープへのディジタル値を1司博せん孔する機能を注文追加した

装置である。

1）結線状況

　始動以来の観測部（受手・発信認）と演算。記録部（変換

器，記録器，コントロール器，電源）との接続状況は図一3

のブロックダイヤグラムに示されるようになっていて、現時

点では3要素分の余裕が残されている。

　また、停電時には瞬時にバッテリーに切替わり、自動演算

とディジタルプリントの機能が保持されるため、学部内外の

電気工事や落雷などによる事故による送電停止による欠測はほぼなくすことが可能である。

2）漏出・発信器および変換器（センサー十モジュール）の型式，性能など

　現行10要素の受感・発信器および変換器の型式，性能ならびにディジタル記録の内容を一

＊一定時間聞隔で任意に設定が可能であるが、現行は3，6，

　8國に設定されている。
9，12，15，18，21，24時の3時問ごと
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覧i表としてまとめると表一1のようになる。

3）　記録の様式（フォーム，フォーマット）

　観測データはアナログチャート（自記紙），ディジタルプリント，およびテープパンチ（デ

ータテープ）の3種の方式で並列記録されるが、各々の記録様式は以下に述べるようになっ

ている。

　アナログ記録計は3台（No．1，　No．2，　No．3）でその仕様＊は同一であるが、　No．1は2

ペン式、No．2とNo．3は6打点式＊＊と記録形式が違うほか、図一4に示すように記録紙上

＊仕様〔要求周闘温度：一10。C～50。　C，精度：回盛長：さの土0．5％，感度：目盛長さの嵐0。1劣以下，

　記録用紙：帯状折たたみ式全1隔200mm記録i瞬180エnm，用紙送り速度：25mm／h（用紙長20mで1ヶ

　月余），平衝時聞：2．5sec以下〕

堪ξ＊打点間隔：5sec，同一要素の打点間隔：30sec．



表一！　受感・発儒器および変換器の型式と性能および記録内容
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風圧よけ付いっ水式転倒マ．

ス型

フロート・ポテンショメー
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催i醐ξδ穫m磁））

（Z16Gmm　4枚羽）

Pt100Ω（0。C）0．3

級3線3端子

Pt100Ω（0。C）0．3
級マイカ巻2線3端
子式

（防水型3コイル）

ρ200mm

φ1200mm

銅／コンスタンタン
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定　時
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嗣　上
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同　上

同　上
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瞭寺値
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　　　　　　　　図～4　アナログ記録紙の読取スケール（原図の約施）

℃

｛勢m櫃

Gai　Gm・～

Cal・cm・2・「日ip・I

H

のデータスケール（尺度）が120等分と100等分と異なっている。No．1には風向（緑）と風

速（赤）が、No．2々こは地温10cm（紫），地温30cm（赤），日射量瞬時値（青），日射量積

二値（緑）および蒸発計水位（茶）が，またNo．3には気温（紫），湿度（赤），降水量積算値

（緑）および臼照量積算値（青）が記録されることになっている。臼射，日照および降水蚤

の積算値についてはフルスケール（右端）になった場合にはゼロ位置（左端）にもどって、

累計として表現する形式になっているほか、0階で帰零（前日のデータを消去）して新たに

データの積算を始める方式になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎにディジタルプリンタは、デー
　　　衰一2　ディジタルプリンタの印字内容

定　　時　　値 24時（1440分）処理値
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タの内容を示すヘッド記号とデータと

の形（フォーム）で、定時値を定時翔

ごとに印字し、1日の最後に24時処理

値を打嵐すことになっているが、2け

たまたは4けたのベット記号に対応す

る要素内容は表一2のようになってい

る。

　また、データテープは、図一5のよ

うな順序でせん孔されているが、その

細部のせん孔フォーマットは歩一6

（a），Od）のようになっている。24時処理

値にはディジタルプリントと周じヘッ

曙己号が付されているが、配列が異な

っている点に注意する必要がある。
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（概要）記録テープの様式図一5
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図一6㈲　記録テープの24時処理様式
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2．集計作業（集計表作製システム）の概要

　新，旧海システムの最も大きな梢違点は、データの集計，作表過程にある。演算・記録部

のテープせん忍野によって打込まれたデータテープは、テープ読取器を接続した電子計算機

によって能率良い演算，集計および作表を可能にするが、本学部においては、これを実行で

きる電箕機はHITAC　10一∬に限られてきたため、メモリーディメンジョン約1000および

プリント印字輻の制約によって、以下のような方式とプログラムによって実行することを余

儀なくされた。（参考までにプログラムを末尾に掲載した。）

1）　No．1プログラム（占断チェック用）

　定時データは、その時刻直後にテープせん孔が行なわれるようになっているが、工事や事

故に伴なった停電が定時と重なると、テープせん孔器が作動しないため、データテープ上で

はその時刻のデータが欠落したまま停電解除後のデータがせん孔されることになる。この

No，1プログラムはデータ欠落の有無とその即寺をチェックするプログラムである＊。

2）No．2プログラム（”月報”作製用）

　特定の現象解明や利用臼的に供する場合を除けば、一般に、気象観測データは一か月ごと

に各要素の日処理値（平均，最大，最小，もしくは積算）と旬，月処理値とを合せた一覧表

とした月表（月報）にまとめられる。

　このプログラムは

　（i）欠測をチェックしながらデータテープの内から24時処理値のみを読み込み、プリン

　　　　トアウト時の順序に配列を入れ替え．

　Gi）　旬および月の舎計と平均の計算と同時に月最大値，最小値およびその起臼を選抜

　　　　し．

　（圭ii）　その結果を前半〔気温（平均・最高・最低），湿度（平均・最高・最低），蒸発，降

　　　　水，日射，臼照〕と後半〔地温10（平均・最大・最小），地温30（平均・最大・最

　　　　小），風速（平均・最大・最小）〕とに分割して＊＊プリントアウトする．

組立てになっている。

　この印字間隔に合せて作製した漢字打見嵐し枠（マイラー製マスク）を重ねてコピーする

と”気象月幸艮”（B4版）になる。

　昭和56年末まではこのプログラム＊‡＊による集計のみであったが、データテープ上の全デ

ータを有効利用することと、旧システムで実施されてきた要素別月表（自記紙から定時およ

び日最高，最低などのデータを読取り、集計して「上級気象観測成績」として保存されてい

る．）を継続することとの両面から以下の2つのプログラムを追加作製した。

3）No．3プログラム（風速，風向定時値の月表用）

＊　データの欠落がある場合は、その部分のディジタルプリント値を規定のフォーマットにしたがって

　　テープパンチして接続し、1か月間の一連のフォームになるようにする．
＊＊@プリンターの印字輻は最大72宇のため、打出し後貼り合せてB4大セこ納まるフォームとしてある．
＊＊＊ 誌W計は木平のプログラムによってスタートしたが、作蓑過程の簡易化，欠測チェック等で追加改

　変した現行の鳥山のプログラムを使用している．
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　このプログラムは、

　（i）定蒔（1臼8回）の風速および風向データを読込み．

　（ii）風速の旬および月の合計と平均を計劃してプリントアウトして．

　（i量i）　無風時（風速0．Om）の風向入力値を17に変更し、風向入力値に対応する方位記号

　　　　に入替えてこ1謹NNE，2罵NE，……9罵S，……16謹N，17＝0（無風）〕．

　Gv）方位捌の定時ごと出現数，月出現数，その割禽（％）および方位別平均風速を計算

　　　　してプリントアウトする．

組立てになっている。

　タイプライターから整数値を入力することによってデータの読込みが開始されるようにし

てあるが、風速と風向の同時集計では”1”を、風向のみは”2”を入力するが、風速のみ

の場合には”1”で風速集計が終ったところでストップすれば良いことになる。

4）No．4プログラム（各要素定時値の月表用）

　このプログラムは気温，地温，湿度，降水量，臼射量および日照量の定時値集計の汎用プ

ログラムであり、構成は、

　（の　データ読込み．

　（li）　旬，月の合計，平均計算．

　（iii）　プリントアウト．

のようにNo。3と同様である。要素の選択はタイプライターから入力する整数値によって読

込みの選定を行なうことになる。すなわち、”1”では地温10cmと30cmが”2”では気温

と降水量が”3”では日射量，湿度，日照量が集計される。また、1要素のみの集計を必要

とする場合＊には、〔地温10cm：11，地温30cm：12，気温：21，降水量：22，日射量：31，

湿度：32，日照雨：33〕をそれぞれ入力すれば良いことになっている。

　以上のように、1か月分の集計には4プログラム・データ読込み6回で、順調な場合（デ

ータテープ上に欠落やせん孔ミスがなければ）は約100分で集計プリントアウトが終了する。

規定のサイズで貼り合せて、見出し枠を重ねてコピーして完了となるが，旧システムでは10

日余を要した集計・作表過程がほぼ1擬に短縮・軽減された。

　昭和57年12月にはデータステーション＊＊の能力アップ、周辺機器の拡張更新が予定されて

おり、データテープによる入力が可能になるので、プログラムの変更などが必要となるが、

集計・作表過程が現状以上に軽減・短縮されることになる。

3．　システム更新しにともなう問題点の検討

　ほぼ30年にわたり蓄積された旧システムのデータと、新システムのデータとが連続したも

のであることが要件である。そこで、”データの継続性”の検討を試みた。

　旧システムの観測計器の型式については、千野ほか（1978）1）にまとめてあるが、仕様書

などは保存されておらず、性能などを単細こ比較することは出来ない。

　新システムは試験期間を設定してデータ認録（ディジタルの計測間隔1時間、データテー

＊後臼、明らかなデータミスが帳面され、近隣のデータを参考にしてデータ修正を行なった場合など．

聯東京大学大型計算機センターの蝿末リモートバッチ，



126 信州大学農学部紀要　第19巻第2丹（1982）

プのフォーマットは別タイプ）を実行していたので、昭和54年（1979）6，7月の2か月間

ではあるが新旧システムが並列して観測したことになる。以下、この閥のデータを中心に、

新旧システムの比較を行なって、データ利用上の参考＊に供したい。

1）気　温

　関システムの”月報”に集計された気温（最高，最低および9時値）の記録は棒状水銀温

度計の読取値である。並測中の6，7月のデータをプロットすると、それぞれ図一7（a），（b），
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⑥のようになる。等値線（図中の直線）への収

束性，傾き（図中の左半、低温域のプPット）

に甘さがあるが、平均的にはデータの継続を一

応認めるとができるように思われる。　（7月前

半に新受感部が百葉箱内で移動されたもよう．）
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2）湿度
　旧システムでは9時値は乾・湿球温度計（通風装置なし）の較差より求め、最高および最

低は毛髪式自記計のチャートより読取って記録されている。気温と同様、新旧のデータをプ

ロットすると図一8（a）および三一3，図一8（b）となる。疑最低湿度については気温と同様に

扱えるようであるが、9時値，日最高については数％の補正が必要になるようである。ま
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多い場合に新システムが少々多くなるように見えるのはナイファー（防風器）の効果と思わ

れる。

4）　β照量

　三一11で示される新旧システムの違いは、明らかに受感部の感度の違いによるものであ

り、｝日データの補正は不可能＊であり、”データの継続”は断念せざるを得ない。このこと

は、他観測所との比較などの場合にも十分目注意する必要を示唆している。
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～14日の8日間（ポール基礎のコンフリー

ト工事期間）を除けば新システムが一定の

割合で弱く出る傾向が示されている。すな

わち、新システムの受動部が弱風時（2m

／sec以下）に感度が落ちることによるもの

であると思われる。

　つぎに、風向・風速計の受感・発信器の

位置および高さが周辺の高木群の被影響下

（影響圏内）にあることに触れておきたい。

すなわち、中央自動車道が建設される以前
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＊過去の毎臼の鐵照状況を再現することはまったく可能性がない．
＊＊ ｻ観測点より三々旧約100m，果樹園の南東部にあった．
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た。風速については湿度と同様に日変化の年変化で示したが、等値線の傾向がほぼ同じある

にもかかわらず絶対値に2倍の違いが示されている。また、風向の月風配図（月平均風向割

合）では両期間の西方向（北西，蔭および南西）の出現度に違いのあることが明らかに示さ

れており、無風と観測される頻度が20％ほど多くなっていることも集計表によっても確認で

きる。風向・風速の観測については、その目的と設置点との適合性を検討する必要があろう。

お　わ　り　に

　2章で述べた集計プログラムNo．1およびNo．2は鳥由清美教授の作成になるものであ

り、No。3およびNo．4は鳥山・宮崎の共同作成である。

　東京大学大型電子計算機センターの当学部端末リモートバッチは昭和57年12月に大幅に充

実更新されてテープ入力が可能になるため、集計・作表プログラムを改作してこの過程を大

幅に短縮・軽減する予定でいる。これを機会にディジタル化の間隔を現行の3時間から1時

間に変更し（8回／日を24／嗣印こ）　”アメダス”データとの連携を容易にすることになって
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いる。

　ここに報告した〔新システム〕は総合気象観測記録装置運営委員会（現，佐野委員長）が

その維持・管理・運営の任に当たっているが，実務面については、演算・記録部のアナログ

記録紙，ディジタルプリント用紙，データテープおよび印字インクなどの交換および日常の

点検を附属農場総務係の菅沼修係長，池上甲子雄事務宮（現庶務係），小木曾和雄事務官に、

集計・作表作業を森林工学科の橋爪克治技官，都島葉子技能補，春日寿子技能補にご援助願

っている。記して謝意としたい。

　また，10要素のデータを一覧にした”気象月報”5）は運営委員6名（佐野および各学科）

のほか、図書館，管理係，農場，および演習林に，要素別定時値月報は運営委員長，図書館，

および農場長室に配布ファイルされている。

　一方、アナログ記録紙，ディジタルプリント紙，およびデータテープは図書館に置かれた

保管庫に保管されていて、委員長に申し出て借用することができるようになっている。多方

面への有効利用を望むものである。

　〔なお、本稿は熊代克巳教授（気象観測検討委員会委員長つづいて総舎気象観測記録装置：

運営委員会前委員長）にご閲読をお願いし、ご助言をいただいた。〕
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プログラムNo．1（欠測チェック用）

　　　DlMENSΣON　《（20）31鍾（2Q》
　　　READ（1ρ100）　や10Nτ｝｛，きIDATA，　KH工

100　FOξ毫嫉AT（正5）

　99　DO　10　工1＝K｝｛1，麗DATA

　　　KK；三〇〇＊河ONTHや1工

　　　DO　1　1；1’8
　　　READ（2，　ioO）　N！C蚤｛1，」IK《麗

　　　！F（鱒ΣC減1“KK）　503，4，503

　　　王F（」工KAN－300＊工）　503，5，503

5◎3　K＝300寧1
　　　田a工TE（b6QO）　KK，　K，　N董C｝｛王3」王KA層
600　FOR図Aτ（！，17ρ6｝｛　N工CHI，工7，三6｝｛　」工…くA麗　NO　TOKORO，18，16，匙OH　TO　YO腫U　？ρ）

　　　READ（1ρ100）　KH工
　　　R£RD（2，150）　A（1）
150　FORき1Aτ（F6。1》

　　　GO　TO　99
　　5Rε《正X2ρ101》Aく二），嫉丁1£R：

101　FO8娩AT（F6。Σ，47X，Σ6》
　　1　CONT！鱒UE
　　　READ（2ρ103》　（1鰺（J），A（」），ぴ識1ρ4），工戯ζ5）ρKK5，（工M（δ》，Aく」）ρ」；6ρ9），

　　2　山越（10》，KK三〇，（1幡（」）夕A（J），」；ユ1，三4）診1唾（三5》，KK15，王麗（16），KK16，

　　　3　く1幡（J），A（」），」塞玉7，18），工麗（19），KK19

三〇3　FOR醒AT（4（王4，　F6・1）ρ14，16，4（14レF60三）夕工4，16ρ4（王4ρF6・1）夕2（五4，16》，

　　　4　　2（工4，F6。i），i魂，Σ6）

　玉O　CONT1こ口El

　　　STOP
　　　£倉哩D

＄

プログラムNo．2（”気象月報”作製用）

　　　　D三雛ENS工ON　KしISτ（20），A（20）♪AA（43，20），βU越（20），へ軽QJ1（2，20），JST（3》，

　　　1　　　　JG（3），1錘（20）

　　　RI£AD（2，200）（ぴUN（1），1鎚三ン三9），BしANKp　SHARP

200　FOR憩AT（ユ9工5，2A2）
　90　DQ　31　王＝29，38
　　　　DO　3Σ　J＝三，19

　　　AA（13」）寵O
　　　AA（40，」）＝噂三〇〇〇〇〇

　　　AA（42，」）謬100000
　　　A箇0尾3工（1，」）＝BしANK

　　　A酸OJ工（2，」》講Bし傷NK

　31　CONT王NUE
　　　READ（b100）　昼壁工NI
　　　　DO　11　工聯1，3

　　　　JST（王）＝10寧（1－1）命1

　11　JG（1）雛Σ0車1
　　　　R】…：AD（2，100）NEN，ひIO睡丁｝｛，MDATA

三〇〇　FOR岡Aτ（15）

　　　　JG（3）＝箇DATA

　　　　KHI＝1

　99　DQ　lQ　1三雷K｝｛15質◎へTA

　　　　KK濡100率MONT垂｛牛王工

　　　　DO　三　1＝D8
　　　　REαD（2，100）　迎S，トIG

　　　　IF（邑S禰KK）　503，4，503
　　4　工F（蔵G暉300率工）　503，5，503

503　K＝300＊1
　　　　曾RIT巳（1♪600）　｝くK，K，通S，箇G
600　FOR雑AT（！，工736｝｛　N工CH工，三7，16H　JI｝く奇N　NO　TOKORO，18，16，10H　TO　YO漣U　？，）

　　　　R…ヨAD（1，100）　K卜監工

　　　　RεAD（2，40∠孟）　A（1》

404　ドOR伊1直T（F6。1）

　　　　GO　TO　99
　　5　RE《王X2，10三）　A（1），岡G
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1Ol FORMAT(F6.1,48X.I6>
  1 CONTINUE
   REA D(2il03) (IM(J). A<J), J=1. 4). IMC5). KK5.(IM(J). ACJ>. J=6. 9).
   2 IMCIO),KKIO,C!MCJ),ACJ).J=11.14)SIMC15).KK15.IM"6),KK16.
   3 (IM<J),A(J).J=17.lg).IMCi9).KK19
1O3 FORMAT(4(I4.F6.i).I4,I6.4CZ4,F6e1),I4,I6,4C!4.F6.i),2Cr4.16),
   4 2CI4.F6.1).!4,!6)
   AC5)=KK5
   A"O>=KKIO
   ACtS)=KK15
   AC16)=KK16
   AC 19)=K.K19
    DO 8 J=!,l9
   K=JUNCJ)
  8 AA(rl.J)=ACK)
 10 CO'NTINUE
   NREKI=NEN+1925
    WRITECl.150)NEN,MONTH,NREKI
150 FORMAT(51.I5)4H NEN.t5.6H GATSU.3X,IH(.S5,2H )./ll/)
    DO 32 J=1,i9
   KKntO
    DO .30 M#S,3
   Knt e
   MSrcJST<M)
   MG=JG(M)
    DO 33 I#MS,MG
    !FCAACI,J)･-9999.0)34,33.33
 34 K=K"1
   KKurKK+1
   AA(2*M+30. J)=AA(2*M+30. J>+AACl. J)
   AAC 38. J) --- AAC 3g. J) +AA( i. J>
    :F(AAC 40. J)-AACl. J>)35. 36. 36
 35 AA(40.J)=AACI,J)
   AA(41.J)z!
 36 iF(AAC42.J).AA",J))33,33,37･
 37 AA<42.J)=AA(I,J)
   AAC 43. J)=I
 33 CONTINUM
   'AAC2*M"1,J)=AA(2*M+3e,J)IFLOAT(K)+e.05
 30 CONT:NUE
   AAC 39. J)#AA( 3g. J)/N. OATC KK)+O･05
    DO 46 M=1.2
    DO .45 l=1,MuaTA
    IF(AA(2*M+3g.J)-AA<kJ))45.4g.45
 48 lF(AA(2*M+39.J)-Fl.OAT(I)) 49,45,49
 49 AMOJr(M.J)=SHARP
 45 CONTZNUE
 46 CONT!NUE
 32 CONTiNUE
    DO 6e i#1.43
    De 61 Jml.10
 6t K!4ISTCJ)"AA(1,J)-Oe5
    IF(I-40)7e.71.71
 71 :FCZ-I12*2)70.70.73
 70 WRITE<1,210)!.(AA<bJ).J=1,3)i(K!.iSTCJ),Jz4,6).AA(1,7),AACr,g)s
   1 (KLIST(J).J=9.iO)
210 FeRbEATCr3.3F7ei.315,F6el,F7el,2I7)
    GO TO 60
 73 KntCl-39)!2
    WRITE< 1. 220)C KL!S TC J). A"fOJICK, J), J= 1.10)
220 FeRMAT(5X.3(i5,A2),3C:3.A2).Ik,A2,!5,A2.2(15,A2))
 60 CONTINUE
    WRITE(-1,8OO)
800 FORMAT(Ul)
    De 66 2nl.43
    I .FC I-40 )80, S2, 82

133
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82
80
2H

3
8
8
6
2ユ2
　66

1Fく1●！！2寧2）80380393
㎏RユTE（1，211）（AA（王，β），」窺三1，19）

FOR箇AT（6r7。1，3ド6。三）
60　τG　66
DO　68　」＝三1，19
糺三ST（」）訟《A（王3」）く。0。5

K雷（1－39）〆2
田盆1τE《132茎2》（Kし亙Sτ（」）ρ韻OJ工（K，」）3び＝三1ρ19》

FOR鰻AT（2Xρ6（工5ρA2），3（！4，　A2））

CO麗τ工濁UE

GQ　T◎90
STOP
END

＄

4　 9　 14　 5　濫0　15　17　18　…6　19　 2　 7　ユ2　 3　 8　三3　 1 6　1ユ

プログフムNo．3（風向・風速定時値月報作製用）

90◎

三H

1

100

0
4
7
3

02

300
　　2

5

20

45

40

30

D！鍾1£鐸SIO越　AA《3曾38）ρKBく31ρ10）3dST（3）ρJG‘3），A醒0もπ（17》，8幡OJ1（1◎）

DI箇εNS互ON　P（2》ρQ（2），a（2）ρKK（20）3A（20），KA乙U（9317》2SU踵（17）
READく2，900）　（《麓0ぴ工（工），、三謹1，夏7），（P（工）3Q（工）ρR（工），Σ諾1，2）

FOR越Aτ（《4）

DO　1　工329，39
DO　l　J魑：，8
A合（Σρ」）饗OoO

CONT工蓼壱UE；

READく1，100）競！醤工
R£農D（2，：00）　塾IE鐸，蝿ONTHρ麓ΣC｝｛三

FOR嫉AT（孟5》

NREK夏＝N£鄭昏1925
bo　2　三誘』1，麗王CH工

DO　3」貫1，8
H距＝AD（2ρ200）　血q，！K，AA（夏，ご》ρKB（工3」）3B3　C3K，　D，B2弱，　C，麺

1F噛（IK備300傘」）　1000，4汐Σ000
FOR犀唾AT（215，F60！，16，2F6。1，Σ6，　A6βa（F6。1，三6））

王ド（AA（陰険」）●◎001，　7，7，3

KB（工，」）譜17

CO麗丁1NUE
R…£AD（2ρ300）　（KK（K），A（K）3…く離12玉9》

FOR幌Aτ（19（工43　F601）》
CO麗τ1厨UI三

GO　TO　（5ρ8），韓1N王

DO　10　」竃：，8

N餌雛o

DO　20　L諮1，3
JST（L）嵩10率《L，噌1）＋玉

JG（L》調10＊L

CO暦τ1NUE
JG《3）冒麗IC冠工

DO　30　L駕1，3
酔¢30

蝿S謹JST（L）
麗G鵠♂Gくし）

DO　40　工白重S，き16
三F（AAく． O，ぴ》聯9999。O》　4垂5∂4G∂40

N旨N専1
剛零甑＋1
AA（2寧L＋30，」）諺AA（2寧L・ト30，覧二DやAA《X，ジ）
AAく38，」）＝．AA（38，」）やAA（三，α）

CO層丁工NUK
AAく2率しか31，」》零AAく2串L令30，、．♂）！FLOAτ《N）季OoO5

CO四丁1NU猛
AAく393」》識AA（38，」》！FL。OAT（か壁N）＋OoO5
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   10 CONTINUE
     WRITE<1.400) NEN.MONTH.NREKI.P(1).Q(!),RC1)
  400 FORMATC71,I5,4H NEN.I5.6H GATSU.3X,1H<.I5,2H ).5X,3A4.1111)
     DO 50 Irt1.39
     WRITE<1)500) l.<AACI.J).J='1.8)
  500 FORMATC!6.IX,8F7e1)
  50 CONTINUE
   8 Da 60 Jmet,17
     suMcJ)=oeo
     DO 60 I=1.9
  60 KAaU(I.J)=e.O
     AT(IsJ)=O.O
     WRITEC1.400) NEN.MONTH.NREKI.PC2),Q(2).HC2)
     DO 70 I=lpNICH!
     DO 7i J=i.8
     K=KBCi.J)
     KAa UC Je K>=KAZ U( J. K)+1
     KALUC9.K)=KAdUC9.K)+1
     SUMCK>=SUMCK)+AACI.J)
     BMOJ!(J)=AMOJI<K)
  71 CONTINUE'
     WRiTE (i.550> !.(BMOJI<J>.J;1.8)
  550 FORMAT(l6.8C2X.A4))
  70 CONI'INUE
     WR!TE<1.800>
  gOO FOFttvlAT(7/.10X,8H< DOSU ).ll!1)
     DO 80 l=1.!7                                                N     PERzaFLOATCKAdU<9.I))IFLOAT(8*NICHI)*100.0+O.05
     IFCKAaV(9.!)) 85.g5,86
  gs AvE=ooo
     GO TO 87
  g6 AVE=SUMC!)IFLOAT(KAZU(9.I)>+O.05
  87 CONTINUE･
     WRITEC1.600) i.AMOJ!C!).(KAaUCJ.I).J=1.9).PER.AVE
  600 FORMATCI6siX,A4.6i4.l6.aF6･1)
  gO CONTINUE
     GO TO 111
     WRITE<1.700)
  700 FORMAT(71.2AH(FVUSOKU)CFUUKOU) OWARII/)
     GO TO 111
 1000 N=300*J
     WRITECI,650) l.N
  650.FORMAT(111.15.2X,5HNICHIp!5.17H JX NO TOKORO ?>
     GO TO 111
     STOP
     END
$

 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N
( FUUSOKU )( ･FUUKOU ,)

o

7" v "･' y .zL, No.4 (ptiliJlllJiZEIIGflgajJl!IX･t/li-SkjJlg)

          D!MENS!ON AAC39,24).A(10>,KKCIO).JST(3).JG(3)
      DIMENSION P(3.3),QC3,3).R(3.3)
      READC2.900) CCPCI.J).Q".J),RU.J>,J=1,3).Inl.3)
  900 FORMAT(3A4)
  111 DO 1 !=29,39
      DO 1 J=1.24
      AAcI,J)=oeo
    i CONTINUE
      READCI.100) NYMBR
  !OO FORMAT(l5)
      !FCNUwtBR-1O) 71.72.72
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 71 NRAP=NVMBR
   NST=t
   KURI=2+NRAPI3
   GO TO 73
 72 NRAP=NUMBRIIO
   NST'---NUMBR-NUMBRIIO*10
   KURr=NST
 73 READC2.1OO) NEN,MPNTHeNICK1
   PO 30 L=!,3
   JSTCL)=iO*<L-1)"1
   JG(L)"10*in
 30 CONTINUE
   JG<3)=N:CHI
   DO 2 !=1.N!CH!
   DO 3 J=1,8
   IFCNRAP'2> i3el4.15
 i3 REA D< 2.200) N, 1K. B. K. AA( le J)s AA< I. J"g )s K. D. C, Ne B. N

   Ge TO 11
 14 REA D( 2. 200) Ne IK, Bs K. C. B. Ks D, AAC X. J)e N. AAC Is J"8). N

   GO TO 11
 15 READC2,2OO) N.IK.BeK,C.B,KKC!)eD,C.KKC2>eB.KKC3>
   AA<!.J)=KKC1>
   AAC1.J+8)=KK(2)
   AACbJ+16)=KKC3)
 11 !F<iK-300*J) 1000,3,100e
 3 CONTINUE
200 FORMATC2lS.F6e1.I6.2F6e1.16.A6.2CF6e!e!6))
   READC2.300) (KK(K).ACK).K=1.10).(KK(K).ACK>.K#ls9)
30e FORt'IAT(1OCZ4. F6ei)e9<!U, F6el))
 2 CONTINUE
   IFCNRAP.2> 21,22.23
 22 DO 33 K=ls7
   M=17-K
   DO 34 Npt1,NICHI
   AACN.M)=AACN,M)eAA<N, M-1 ).
 3a CONTINUE
 33 CONTENUE
   Go ro 2!
 23 DO 36 K=1.7
   J=9-K
   M=25.K
   DO 37 N=!.NICUI
   AA<N.J)=AA(N,J)-AA(N.J-1)
     (   AACN.M)=AACN.M)-AA<N,M･-i>
･37 CONTZNUE
 36 CONTZNUE
 21 DO iO M=NST.KVR!
   Kl"8*CM.1)+1
   K2rc8*M
   DO 20 J#Ki.K2
   NN=O
   DO 4G L=1,3
   N=O
   MS=JSTCL)
   MGptJG(L')
   DO 50 !=MS.MG
   iFCAACI.J).999eO)55.50p50
 55 N=N+1'
   NN=NN+i
   AAC2*L+30,J}=AAC2*U"30.J)+AACIeJ)
   AAC3g.J)=AAC38,J)+AACIsJ)
 50 CONTINUE
   AA(2*L+31.J)=AAC2*1.,'"30.J)liFl.,OAT<N)"Oo05
 40 CONTZNUE
   AAC39zJ)urAAC38eJ)IFI.eA.TSNN)"Oe05
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20

400

60

0
0
0
7

5

65

85

600
80
　三〇

700

1000

666

CO赫τ1NUE
四REK工講Nε麗やユ925

WRITE（1，400）　NEN，鈍ONτH，NREK1，P（NRAPバ畷），Q（NRAP，f噸）ρR’（NRAP，　M）
FORC畷Aτ（7ノ，15，4H　NEN，15，6｝｛　GA「rSU，3Xρ1H（，15，2H　），5X，3A4，！ノ！！》

GO　TO　（60’60’65》，NRAP
DO　70　工需lD39
WHIT距：（13500）　1，くAA（工，」），∂訟KI，K2》

FORMAT（16，1X，8F701）
CONτ工NUE
GO　TO　10
DO　80　工鵠1，39

DO　85　」駕1，8

1K＝K1＋J脚1
KK（ぴ）＝AA（！，IK》＋0●05
厨a1τ露（ユ，60α）　！，（KK（」）2」＝138）

FOR醍AT（工6，　ix28工7）

CONτINU8
CG廻τINU駕
田RIτ1三（1，700）　NUき彊BR

ドOR瓠AT（7！23｝｛麗0．，14，7｝｛　　OWARI／！）

GO　TO　l　U
N嵩300本」

騨RITE（13666）　1，N
FORMAτ（ノ！，3H？？　，王5，7H　　N五C｝｛1，16214｝｛　　JI　ひ」O　TOKOROノ！）

GO　TO　ユ11
STOP
εND

＄

《　Ci｛工O薄．三〇　》（　CHIONo30　）　　　　　　　　　　　　（　　　K工ON

　　　　　　　　　（N工＄SYA旙RYO）（　SH工TSUDO　）（N：SSHO－FUN）

）く　KOSU：RYQ　》


